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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、米子市在住の知的障害を伴う自閉症スペクトラム小児を全数調査し、その発

生率と併存症を検討したものである。その結果、出生1万人あたりの年間発生数は76.2人で、

男女比は2.7：1であった。関連因子として、出生時の父親の高年齢と母親の高年齢、重度

知的障害があげられた。併存症は30.9％に認め、周産期異常が最も多く、その他に染色体

異常・先天異常、てんかん、先天性の腦の発生異常、家族性の発達障害、後天性脳障害な

ど多彩であった。本論文の内容は、知的障害を伴う自閉症スペクトラムの発生率と併存症

を明らかにし、今後の自閉症スペクトラムの治療や支援の発展に寄与するものであり、明

らかに学術水準を高めたものと認める。 


